
同文章内の【営業者等の希望を参酌し新規渡航許可を思料できる】という文は無視し、
軍と外務省が国家ぐるみで慰安婦を送り込んでた証拠と報じる共同通信。

業者が関与してた証拠をなぜ無視する？

虎ノ門ニュース（2020年1月16日 DHCテレビ）
民間タンカーはどうでもいいと思ってる野党

1月16日の虎ノ門ニュースで前統合幕僚長（自衛隊制服組トップ）の
河野克俊氏が自衛隊中東派遣に反対してる野党に対し「中東の緊張感
が高まってる状況で『自衛隊派遣していいのか！立止れ！』と批判す
るのに、現実に危険を冒して中東に行ってる民間のタンカーについて
話が一切出てこないのはおかしい。危険だから自衛隊は国内から出す
なという議論は成り立つのか？」と中東から日本のエネルギー資源を
運んでいる日本タンカーが危険に晒されることは無視してる野党に苦
言を呈した。
またジャーナリストの有本香氏も「日本の電気は殆どが火力発電なの
で石油・天然ガスがないと発電出来ない。その石油・天然ガスの9割
近くは中東からタンカーで運ばれてる。野党などはこういう都合が悪
い部分を見せずに『中東派遣で自衛官の命が』と批判するから自衛隊
の中東派遣について誤解してしまう国民がいる」と野党の批判のみの
姿勢に苦言を呈していた
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【共同通信が報じた記事】
■慰安婦「兵70人に1人」と記述
在中国の日本領事館の報告書には「陸軍側は兵員
70名に対し1名位の酌婦を要する意向」「軍用車
に便乗南下したる特殊婦女」などの記述があった。
「酌婦・特殊婦女」は別の報告書内で「娼妓と同
様」「醜業を強いられ」と説明され、慰安婦を指
している。
専門家は「軍と外務省が国家ぐるみで慰安婦を送
り込んでいたことがはっきり分かる」と指摘する。
1993年の河野洋平官房長官談話が認定した「軍
の関与」を補強する資料と位置付けられそうだ

【共同通信が引用した文章の前後文】
陸軍側は兵員70名に対し1名位の酌婦を要する意
向であるが、警備軍の移動頻繁にして、所要特殊
婦女敷の算定は困難なりとのことだが、営業者等
の希望を参酌し、今後さらに芸妓40名、酌婦50
名位の新規渡航を御許可相差支なきものと思料で
きる。


